
租
税
法
に
お
け
る
濫
用
の
法
理
（
今
村
・
川
村
）

二
七
五

租
税
法
に
お
け
る
濫
用
の
法
理

─
欧
州
司
法
裁
判
所
と
我
が
国
の
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
判
決
を
比
較
し
て

─

今　
　

村　
　
　
　
　

隆

川　
　

村　
　

佑　
　

紀

第
一　

は
じ
め
に

第
二　

Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
判
断
枠
組
み

第
三　

Ｅ
Ｃ
Ｊ
に
お
け
る
濫
用
の
法
理

第
四　

我
が
国
の
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
濫
用
の
法
理

第
五　

結　

び



二
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第
一　

は
じ
め
に

一　

Ｅ
Ｕ
は
、
そ
の
基
本
条
約
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
条
約
を
二
〇
〇
七
年
に
締
結
し
た
リ
ス
ボ
ン
条
約
で
改
正
す
る
こ
と
と
し
、
改
正
条
約
は
、

二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
日
か
ら
発
効
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
Ｅ
Ｕ
の
基
本
条
約
の
一
つ
で
あ
る
Ｅ
Ｃ
条
約
（
以
下
「
旧
Ｅ
Ｃ
条
約
」
と
い

う
。）
は
、
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
（
以
下
「
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
」
と
い
う
。）
に
改
正
さ
れ
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
中
核
的
な
裁
判
所
で
あ
る
欧
州
司
法
裁
判
所

も
、
欧
州
諸
共
同
体
司
法
裁
判
所
か
ら
欧
州
連
合
司
法
裁
判
所
に
改
称
さ
れ
た
。
こ
の
欧
州
司
法
裁
判
所
（E

uropean C
ourt of Justice

）

は
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
発
効
前
も
通
称
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
発
効
の
前
後
を
通
し
て
、「
Ｅ
Ｃ
Ｊ
」

と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
発
効
前
に
、
加
盟
国
の
租
税
法
規
が
旧
Ｅ
Ｃ
条
約
に
適
合
す
る
か
否
か
を
審
査
し
、
加
盟
国
の
租
税
法
規

を
同
条
約
違
反
と
す
る
な
ど
注
目
す
べ
き
判
決
を
次
々
と
出
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
判
例
の
中
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、

二
〇
〇
六
年
九
月
の
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
判
決
（
１
）

で
あ
り
、
ま
た
、
付
加
価
値
税
に
つ
い
て
の
第
六
次
指
令
の
解
釈
に

つ
い
て
の
判
例
で
は
あ
る
が
、
同
じ
年
の
二
月
に
出
さ
れ
た
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
判
決
（
２
）

で
あ
る
。

Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
判
決
に
お
い
て
、「
開
業
の
自
由
に
対
す
る
制
限
が
濫
用
的
行
為
（abusive 

practices

）
を
防
止
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う
な
制
限
の
目
的
が
、
国
内
的
に
実
行
さ
れ
る
活
動

に
よ
る
利
益
に
通
常
生
じ
る
租
税
を
逃
れ
る
た
め
、
経
済
的
実
体
を
考
慮
し
な
い
完
全
に
技
巧
的
な
取
決
め
（w

holly artificial 

arrangem
ents

）
を
作
り
出
す
行
為
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
。」（
パ
ラ
５５
、
横
線
筆
者
）
と
判
示
し
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
判
決

に
お
い
て
、「
共
同
体
法
は
、
経
済
を
動
か
す
人
達
に
よ
る
濫
用
的
行
為
（abusive practice

）
─
す
な
わ
ち
正
常
な
商
業
作
用
の
状
況
で
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な
い
の
に
実
行
さ
れ
、
共
同
体
法
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
特
典
を
不
当
に
得
る
目
的
の
み
で
な
さ
れ
て
い
る
取
引
─
に
ま
で
こ
れ
を
カ

バ
ー
す
る
よ
う
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（
パ
ラ
69
、
横
線
筆
者
）
と
判
示
し
、
と
も
に
租
税
事
件
に
つ
い
て
の
濫
用
の
法
理
を
明

ら
か
に
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｃ
Ｊ
が
明
ら
か
に
し
た
こ
の
濫
用
の
法
理
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
の
学
者
の
間
で
も
多
く
の
議
論
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
議
論
の
中
で
も
、
二
〇
〇
八
年
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
で
は
岩
崎
政
明
教
授
が
い
ち
早
く
注
目
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
（
３
）

、
そ
の
後
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
基
づ
く
論
文
集
（
４
）

が
正
式
に
発
刊
さ
れ
、
そ
の
議
論
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

筆
者
の
一
人
は
、
以
前
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
や
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
に
基
づ
い
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
濫
用
の
法
理

の
意
義
を
論
じ
た
が
（
５
）

、
右
論
文
集
に
登
載
さ
れ
て
い
る
論
文
に
啓
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
り
、
右
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス

事
件
や
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
後
の
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
判
例
や
右
論
文
集
に
登
載
さ
れ
た
論
文
等
を
参
考
に
し
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
濫
用
の
法
理
に
つ

い
て
再
考
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
特
に
右
論
文
集
に
登
載
さ
れ
た
論
文
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
濫
用
の
法
理
に
つ
い
て
、
次
の
二
つ
の

論
点
を
軸
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
点
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

①
一
般
法
理
（general principle

）
で
あ
る
の
か
解
釈
の
法
理
（principle of construction

）
に
す
ぎ
な
い
の
か
？

②
法
の
濫
用
（abuse of law

）
か
権
利
の
濫
用
（abuse of rights
）
か
？

二　

一
方
、
我
が
国
の
最
高
裁
判
所
は
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
判
決
や
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
判
決
の
出
さ
れ
る

直
前
の
二
〇
〇
五
年
に
、「
外
税
事
件
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
最
高
裁
平
成
一
七
年
一
二
月
一
九
日
判
決
（
民
集
五
九
巻
一
〇
号
二
九
六
四
頁
）

に
お
い
て
、「
本
件
取
引
に
基
づ
い
て
生
じ
た
所
得
に
対
す
る
外
国
法
人
税
を
法
人
税
法
六
九
条
の
定
め
る
外
国
税
額
控
除
の
対
象
と
す



二
七
八

る
こ
と
は
、
外
国
税
額
控
除
制
度
を
濫
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
税
負
担
の
公
平
を
著
し
く
害
す
る
も
の
と
し
て
許
さ
れ
な
い

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」（
横
線
筆
者
）
と
判
示
し
、「
濫
用
」
と
の
表
現
を
用
い
て
法
人
税
法
六
九
条
の
外
国
税
額
控
除
の
適
用
を
否
定
し

て
い
る
。
こ
の
最
高
裁
判
決
が
、
い
わ
ゆ
る
濫
用
の
法
理
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
と

り
あ
え
ず
「
濫
用
の
法
理
（“abuse of law

” principle

）」
と
し
て
と
ら
え
て
、
前
記
二
つ
の
論
点
に
基
づ
い
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
濫
用
の
法
理

と
比
較
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
我
が
国
の
最
高
裁
の
採
っ
て
い
る
右
法
理
が
、
本
当
に
濫
用
の
法
理
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と

も
こ
れ
と
は
違
う
法
理
で
あ
る
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

そ
こ
で
、
以
下
、
第
二
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
判
断
枠
組
み
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
第
三
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
濫
用
の
法
理
を
検

討
し
、
第
四
に
お
い
て
、
我
が
国
の
最
高
裁
判
所
の
採
っ
て
い
る
右
法
理
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
二　

Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
判
断
枠
組
み

一　

Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
判
断
枠
組
み
の
概
観

Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
Ｅ
Ｕ
裁
判
所
の
一
つ
で
あ
り
、
加
盟
国
の
裁
判
所
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
件
の
先
決
裁
定
な
ど
を
管
轄
し
て
い
る
が
、

Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
こ
の
先
決
裁
定
に
お
い
て
、
加
盟
国
の
租
税
法
規
を
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
違
反
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
判
断
枠
組
み
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
が
保
障
し
て
い
る
自
由
に
対
す
る
加
盟
国
に
お
け
る

制
限
が
許
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
①
当
該
措
置
が
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
の
保
障
す
る
四
つ
の
自
由
（
物
の
移
動
の
自
由
、
人
の
移
動
の
自
由
、
役
務

提
供
の
自
由
、
資
本
移
動
の
自
由
）
の
問
題
か
（
保
護
範
囲
）、
②
当
該
措
置
が
差
別
あ
る
い
は
自
由
に
対
す
る
制
限
と
い
え
る
か
（
差
別
又
は

制
限
該
当
性
）、
③
こ
の
よ
う
な
差
別
あ
る
い
は
制
限
が
正
当
化
さ
れ
る
か
（
正
当
化
事
由
の
有
無
）
の
三
つ
の
段
階
で
判
断
し
て
い
る
と
い
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わ
れ
て
い
る
（
６
）

。
こ
の
よ
う
な
判
断
枠
組
み
は
、
ド
イ
ツ
基
本
法
に
お
け
る
基
本
権
侵
害
に
当
た
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
の
三

段
階
審
査
説
を
彷
彿
と
さ
せ
る
（
７
）

。
こ
れ
は
、
個
別
法
規
と
基
本
法
と
の
関
係
と
加
盟
国
の
法
規
と
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
と
の
関
係
が
同
じ
よ
う

な
構
造
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
結
局
、
同
じ
よ
う
な
判
断
枠
組
み
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
②
の
差
別
か
制
限
か
に
つ
い
て
は
、
差
別
は
制
限
の
一
態
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
ど
の
よ
う
な
場
合

に
制
限
と
な
る
か
問
題
と
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
一
つ
の
国
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
と
ら
え
る
か
、「
二
つ
の
国
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

で
と
ら
え
る
か
の
問
題
が
あ
る
（
８
）

。

右
③
の
正
当
化
事
由
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
三
六
条
（
旧
Ｅ
Ｃ
条
約
三
〇
条
）
が
規
定
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
三
六
条
以
外

の
正
当
化
事
由
が
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
が
、
税
務
行
政
の
実
効
性
確
保
、
公
衆
の
健
康
衛
生
、
商
取
引
の
公
正
及
び
消
費
者
保
護
と

い
っ
た
強
行
的
要
請
（m

andatory requirem
ents

）
に
基
づ
く
も
の
は
、
正
当
化
さ
れ
る
。
こ
れ
を
「
合
理
性
の
原
則
（rule of reason

）」

と
い
う
。
こ
れ
は
、
一
九
七
九
年
の
カ
シ
ス
・
ド
・
デ
ィ
ジ
ョ
ン
判
決
（
９
）

に
よ
り
確
立
さ
れ
た
法
理
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
正
当
化
事
由
の
あ
る
差
別
や
制
限
も
比
例
原
則
に
反
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
（
欧
州
連
合
条
約
五
条
四
項
参
照
）。

二　

正
当
化
事
由
に
つ
い
て
の
判
例

本
稿
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
右
③
の
正
当
化
事
由
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
右
カ
シ
ス
・
ド
・
デ
ィ
ジ
ョ
ン
判
決

の
後
の
判
例
で
、
ⅰ
租
税
制
度
の
一
貫
性
確
保
、
ⅱ
税
務
行
政
の
実
効
性
確
保
、
ⅲ
租
税
回
避
及
び
脱
税
の
防
止
の
場
合
に
正
当
化
さ
れ

る
と
し
て
い
る
。

ま
ず
、
ⅰ
の
租
税
制
度
の
一
貫
性
確
保
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
二
年
の
バ
ッ
ク
マ
ン
事
件
判
決
（
10
）

に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の



二
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〇

所
得
税
法
に
お
い
て
保
険
料
控
除
を
ベ
ル
ギ
ー
設
立
法
人
と
の
保
険
契
約
に
基
づ
く
支
払
保
険
料
に
限
定
し
て
い
る
措
置
が
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
自
由
に
反
す
る
か
が
争
わ
れ
た
事
案
で
、
支
払
保
険
料
が
控
除
さ
れ
な
い
と
き
に
は
、
年
金
へ
の
課
税
の
免
除
で
埋
め
合
わ
さ
れ
て

お
り
、
租
税
制
度
の
一
貫
性
を
確
保
す
る
見
地
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
と
の
判
定
を
し
た
。
次
に
、
ⅱ
の
税
務
行
政
の
実
効
性
確
保
に
つ
い

て
は
、
一
九
九
七
年
の
フ
ツ
ラ
事
件
判
決
（
11
）

に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
税
法
に
お
い
て
外
国
法
人
の
国
内
支
店
に
つ
い
て

の
繰
越
控
除
を
制
限
し
て
い
る
措
置
が
開
業
の
自
由
を
制
限
す
る
も
の
か
が
争
わ
れ
た
事
案
で
、
制
限
に
当
た
る
と
し
た
上
税
務
行
政
の

実
効
性
の
確
保
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
と
し
た
も
の
の
、
比
例
原
則
違
反
で
あ
る
と
の
判
定
を
し
た
。
さ
ら
に
、
ⅲ
の
租
税
回
避
及
び
脱
税

の
防
止
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
八
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｉ
事
件
判
決
（
12
）

に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
イ
ギ
リ
ス
税
法
の
グ
ル
ー
プ
・
レ
リ
ー
フ
に
お
い

て
、
外
国
子
会
社
の
損
失
を
相
殺
す
る
の
を
制
限
し
て
い
る
措
置
が
開
業
の
自
由
に
反
す
る
か
が
争
わ
れ
た
事
案
で
、
租
税
回
避
が
正
当

化
事
由
に
当
た
る
こ
と
は
認
め
た
も
の
の
、
比
例
原
則
に
反
す
る
と
の
判
定
を
し
た
。

本
稿
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
正
当
化
事
由
の
中
で
重
要
な
の
は
、
ⅲ
の
租
税
回
避
及
び
脱
税
の
防
止
に
よ
る
正
当
化
で
あ
り
、
キ
ャ
ド

ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
判
決
は
、
右
Ｉ
Ｃ
Ｉ
事
件
判
決
の
延
長
線
上
に
あ
る
事
件
で
あ
る
。

第
三　

Ｅ
Ｃ
Ｊ
に
お
け
る
濫
用
の
法
理

一　

Ｅ
Ｃ
Ｊ
に
お
け
る
濫
用
の
法
理
の
意
義

Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
第
一
で
述
べ
た
と
お
り
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
及
び
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
に
お
い
て
、
濫
用
的
行

為
を
問
題
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
濫
用
的
行
為
の
場
合
に
、
Ｅ
Ｕ
法
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
そ
の
適
用
が
制
限
さ
れ
る
と
す
る
法

理
が
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
に
お
け
る
濫
用
の
法
理
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
に
お
い
て
は
、
完
全
に
技
巧
的
な
取
決
め
（w

holly artificial 

arrangem
ents

、
以
下
単
に
「w

holly artificial arrangem
ent

」
と
い
う
。）
の
場
合
に
濫
用
的
行
為
に
当
た
る
と
し
、
ハ
リ
フ
ァ
ク
ス
事
件
に

お
い
て
は
、w

holly artificial arrangem
ent

と
の
用
語
こ
そ
使
っ
て
い
な
い
が
、
完
全
に
技
巧
的
な
取
引
（purely artificial 

transactions
、
パ
ラ
64
）
又
は
取
引
の
完
全
に
技
巧
的
な
性
質
（purely artificial nature of transactions

、
パ
ラ
81
）
と
の
用
語
を
使
っ
て

い
る
。

こ
の“purely artificial ”
と“w

holly artificial ”

が
違
う
の
か
が
問
題
と
な
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
判
決
に
お
い
て
は
、

ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
の
場
合
に
は
、“purely articicial nature ”

（
パ
ラ
81
）
に
相
当
す
る
語
を“le caractere purem

ent 

artificiel ”

と
表
現
し
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
の
場
合
に
は
、“w

holly artificial arrangem
ent ”

（
パ
ラ
51
）
に
相

当
す
る
語
を“les m

ontages purem
ent artificiel ”

と
表
現
し
、
い
ず
れ
も“purem

ent artificiel ”

と
の
同
一
の
表
現
を
用
い
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
英
語
に
よ
る
判
決
に
お
い
て
、
一
つ
の
判
決
の
中
で
両
方
の
表
現
を
用
い
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、

二
〇
一
〇
年
の
Ｓ
Ｇ
Ｉ
事
件
判
決
（
13
）

が
そ
の
典
型
例
で
、
ベ
ル
ギ
ー
の
移
転
価
格
税
制
が
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
の
保
障
す
る
開
業
の
自
由
の
侵
害
に
な

る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
事
件
に
お
い
て
、
両
者
を
全
く
同
じ
意
味
で
用
い
て
い
る
（
パ
ラ
65
、
66
）。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、“purely 

artificial ”

と“w
holly artificial ”

の
い
ず
れ
も
同
義
で
あ
る
と
の
理
解
で
論
じ
る
こ
と
と
す
る
（
14
）

。

こ
の
よ
う
に
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
濫
用
的
行
為
に
当
た
る
た
め
の
基
準
と
し
て
、w

holly artificial arrangem
ent

を
問
題
に
し
て
い
る
が
、

こ
の
用
語
の
意
味
内
容
が
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
、
二
及
び
三
に
お
い
て
、
両
事
件
の
事
案
や
判
旨
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
、
四
に
お
い
て
、
両
事
件
を
分
析
し
て
、

w
holly artificial arrangem

ent

の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
五
に
お
い
て
、
冒
頭
に
述
べ
た
二
つ
の
論
点
を
中
心
に
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
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採
っ
て
い
る
濫
用
の
法
理
の
法
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
上
、
六
に
お
い
て
、
濫
用
の
法
理
の
淵
源
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

二　

キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
判
決

㈠　

事
案
の
概
要

キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
の
事
案
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ｘ
社
は
、
飲
料
・
菓
子
を
全
世
界
で
販
売
す
る
イ
ギ
リ
ス
居
住
法
人
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
居
住
法
人
で
あ
る
Ａ
社
を
通
じ
て
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
に
間
接
的
に
一
〇
〇
％
の
株
式
を
保
有
す
る
子
会
社
で
あ
る
Ｂ
社
及
び
Ｃ
社
の
二
社
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
子
会
社
は
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
・
ダ
ブ
リ
ン
国
際
金
融
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
金
融
取
引
を
行
っ
て
お
り
、
一
〇
％
の
低
税
率
に
服
し
て
い
た
。

Ｅ
Ｃ
Ｊ
付
託
前
の
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
の
認
定
に
よ
る
と
、
Ｂ
社
と
Ｃ
社
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
法
人
化
し
た
唯
一
の
理
由
は
、
キ
ャ
ド

ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
・
グ
ル
ー
プ
が
国
際
金
融
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
体
制
か
ら
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
的
な
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
こ
れ
ら
の
会
社
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
法
人
化
し
た
の
は
、
租
税
目
的
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
イ
ギ
リ
ス

歳
入
庁
は
、
こ
の
子
会
社
の
う
ち
の
Ｂ
社
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｃ
Ｆ
Ｃ
税
制
上
の
適
用
除
外
要
件
に
当
た
ら
な
い
と
し
て
、
同
税
制
に

基
づ
き
Ｘ
社
に
対
し
課
税
し
た
。
な
お
、
Ｃ
社
は
、
利
益
を
生
じ
て
い
な
い
た
め
、
課
税
の
対
象
と
は
し
な
か
っ
た
。

本
件
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｃ
Ｆ
Ｃ
税
制
が
、
旧
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
の
開
業
の
自
由
に
反
し
な
い
か
が
問
題
と
な
っ
た
。

㈡　

判　

旨

Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
⑴
ま
ず
、
租
税
上
の
利
益
を
得
る
目
的
の
み
で
他
の
加
盟
国
に
子
会
社
を
設
立
し
た
と
し
て
も
、
旧
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
の

開
業
の
自
由
の
保
障
の
範
囲
内
で
あ
る
と
し
（
パ
ラ
36
、
38
）、
⑵
次
に
、
Ｃ
Ｆ
Ｃ
税
制
は
、
こ
の
開
業
の
自
由
に
対
す
る
制
限
に
当
た
る
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と
し
た
が
（
パ
ラ
46
）、
⑶
当
該
加
盟
国
の
租
税
法
規
の
適
用
を
回
避
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
完
全
に
技
巧
的
な
取
決
め
（w

holly artificial 

arrangem
ents

）
の
場
合
に
は
、
正
当
化
さ
れ
る
と
し
た
。

す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、「
…
、
開
業
の
自
由
を
制
限
す
る
国
内
法
的
手
段
は
、
当
該
加
盟
国
の
租
税
法
規
の
適
用
を
回
避
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
完
全
に
技
巧
的
な
取
決
め
（w

holly artificial arrangem
ents

）
に
特
に
関
係
し
て
い
る
場
合
に
正
当
化
さ
れ
る
（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
事
件
パ

ラ
26
）。」（
パ
ラ
51
、
横
線
筆
者
）
と
し
た
上
、
冒
頭
で
引
用
し
た
と
お
り
、「
開
業
の
自
由
に
対
す
る
制
限
が
濫
用
的
行
為
を
防
止
す
る
こ

と
を
理
由
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う
な
制
限
の
目
的
が
、
国
内
的
に
実
行
さ
れ
る
活
動
に
よ
る
利
益
に
通
常
生
じ
る

租
税
を
逃
れ
る
た
め
、
経
済
的
実
体
（econom

ic reality

）
を
考
慮
し
な
い
完
全
に
技
巧
的
な
取
決
め
（w

holly artificial arrangem
ents

）

を
作
り
出
す
行
為
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。」（
パ
ラ
55
）
と
し
た
。

さ
ら
に
、「
そ
の
よ
う
な
取
決
め
（
注
・
完
全
に
技
巧
的
な
取
決
め
）
で
あ
る
こ
と
を
見
出
す
た
め
に
は
、
租
税
上
の
特
典
を
得
る
意
図
に

あ
る
主
観
的
要
素
に
加
え
て
、
共
同
体
法
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
要
件
を
形
式
的
に
満
た
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
開
業
の
自
由
に
よ
る
目
的
が
…
達
成
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
客
観
的
状
況
（objective circum

stances

）
も
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」（
パ
ラ
64
）
と
し
、「
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｆ
Ｃ
税
制
の
立
法
が
共
同
体
法
に
適
合
す
る
た
め
に
は
、
当
該
立
法
に
よ
っ

て
提
供
さ
れ
る
税
制
が
、
租
税
の
目
的
の
存
在
に
か
か
わ
ら
ず
、
Ｃ
Ｆ
Ｃ
の
法
人
設
立
が
経
済
的
実
体
（econom

ic reality

）
を
反
映
し

て
い
る
場
合
を
除
外
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
パ
ラ
66
）、「
英
国
政
府
や
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
示
唆
す
る
と
お
り
、
第
三
者
に
よ
っ

て
確
認
で
き
る
客
観
的
要
素
を
根
拠
と
し
て
事
実
認
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
特
に
、
Ｃ
Ｆ
Ｃ
に
設
備
、
ス
タ
ッ
フ
を
物
理
的
に
存
在

す
る
程
度
を
根
拠
と
す
べ
き
で
あ
る
。」（
パ
ラ
67
）、「
も
し
、
Ｃ
Ｆ
Ｃ
が
虚
構
で
あ
り
、
加
盟
国
の
域
内
に
お
い
て
真
正
な
経
済
的
な
活

動
（genuine econom

ic activities

）
を
実
行
を
し
て
い
な
い
と
の
認
定
が
な
さ
れ
た
ら
、
Ｃ
Ｆ
Ｃ
の
設
立
は
、w

holly artificial 
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arrangem
ent

の
性
格
を
有
す
る
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
郵
便
受
け
（letterbox

）
が
あ
る
だ
け
又
は
看
板
（front

）
だ
け
の
子

会
社
は
、
取
り
分
け
そ
う
と
い
え
よ
う
。」（
パ
ラ
68
）
と
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
国
内
法
的
手
段
は
、
比
例
原
則
に
か
な
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
真
に
経
済
的
活
動
を
し
て
い
る
と
の
客

観
的
状
況
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
租
税
上
の
利
益
を
得
る
も
の
が
あ
る
と
の
動
機
テ
ス
ト
で
制
限
す
る
の
は
、
比
例
原
則
に
反
し
て

い
る
と
し
た
（
パ
ラ
70
、
72
）。

三　

ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
判
決

㈠　

事
案
の
概
要

ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
の
事
案
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ｘ
社
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
銀
行
で
あ
る
が
、
Ａ
社
に
自
社
ビ
ル
の
建
築
工
事
を
請
け
負
わ
せ
た
も
の
の
、
銀
行
取
引
が
非
課
税
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
Ｘ
社
の
課
税
売
上
高
が
少
な
い
こ
と
に
よ
り
、
建
設
代
金
に
つ
い
て
仕
入
税
額
の
う
ち
五
％
し
か
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
こ
の
請
負
契
約
を
い
っ
た
ん
取
り
消
し
た
。
そ
し
て
、
Ｘ
社
は
、
こ
の
よ
う
な
仕
入
税
額
控
除
を
全
額
利
用
で
き
る
Ｘ
社
の
一
〇
〇
％

子
会
社
で
あ
る
Ｂ
社
に
貸
付
け
を
行
い
、
Ｂ
社
か
ら
Ｃ
社
（
Ｘ
社
の
子
会
社
）
に
同
ビ
ル
の
建
築
を
請
け
負
わ
せ
、
Ｃ
社
か
ら
Ａ
社
に
請

け
負
わ
せ
て
、
ビ
ル
の
建
設
を
行
わ
せ
た
。
Ｘ
社
は
、
同
ビ
ル
が
完
成
し
た
後
、
Ｂ
社
が
リ
ー
ス
し
た
Ｄ
社
（
Ｘ
社
の
子
会
社
）
か
ら
再

リ
ー
ス
を
受
け
て
、
同
ビ
ル
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
場
合
、
Ｂ
社
は
、
Ｃ
社
に
対
す
る
建
築
工
事
代
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
付
加
価
値
税
の
仕
入
税
額
控
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

が
問
題
と
な
っ
た
。
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判　

旨

Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
⑴
論
点
1
⒜
と
し
て
、
当
該
取
引
が
、
租
税
上
の
特
典
を
得
る
た
め
の
目
的
で
他
に
経
済
上
の
目
的
が
な
い
と
き
に
も
付

加
価
値
税
の
仕
入
税
額
控
除
が
認
め
ら
れ
る
か
を
問
題
と
し
（
パ
ラ
44
）、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
客
観
的
基
準
を
満
た
し
て
い
る
限
り
控
除

さ
れ
る
と
し
（
パ
ラ
60
）、
⑵
次
に
、
論
点
2
と
し
て
、
当
該
取
引
が
濫
用
的
行
為
を
構
成
す
る
場
合
に
も
控
除
で
き
る
か
を
問
題
と
し

（
パ
ラ
61
）、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
控
除
さ
れ
な
い
と
し
（
パ
ラ
85
）、
⑶
最
後
に
、
論
点
1
⒝
と
し
て
、
濫
用
的
行
為
が
見
出
さ
れ
た
場
合

に
国
内
裁
判
所
は
ど
う
す
べ
き
か
を
問
題
と
し
（
パ
ラ
87
）、
濫
用
的
行
為
を
構
成
す
る
取
引
が
な
い
と
の
状
況
で
再
構
成
（redefine

）
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
（
パ
ラ
98
）。

右
の
う
ち
⑵
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、「
判
例
法
に
よ
る
と
、
共
同
体
法
は
濫
用
や
詐
欺
的
な
目
的
（fraudulent ends

）
に
依
拠
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
心
に
留
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
…
）。」（
パ
ラ
68
）
と
し
た
上
、
冒
頭
で
引
用
し
た
と
お
り
、「
共
同
体
法
は
、

経
済
を
動
か
す
人
達
に
よ
る
濫
用
的
行
為
（abusive practices

）
─
す
な
わ
ち
正
常
な
商
業
作
用
の
状
況
で
な
い
の
に
実
行
さ
れ
、
共
同

体
法
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
特
典
を
不
当
に
得
る
目
的
の
み
で
な
さ
れ
て
い
る
取
引
─
に
ま
で
こ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
に
適
用
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
（
…
）。」（
パ
ラ
69
、
横
線
筆
者
）
と
し
、「
こ
の
濫
用
的
行
為
を
禁
止
す
る
法
理
は
、
付
加
価
値
税
の
分
野
に
も
適
用
さ
れ

る
。」（
パ
ラ
70
）
と
し
て
、
濫
用
的
行
為
に
当
た
る
場
合
に
は
、
仕
入
税
額
控
除
は
で
き
な
い
と
し
た
。

そ
し
て
、
当
該
取
引
の
客
観
的
要
素
（
パ
ラ
74
）
と
主
観
的
要
素
（
パ
ラ
75
）
に
着
目
す
べ
き
と
し
た
上
、
主
観
的
要
素
に
つ
い
て
、

「
当
該
取
引
が
本
質
的
に
租
税
上
の
便
益
を
得
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
に
違
い
な
い
場
合
、
国
内
裁
判
所
が
当
該
取
引
の
真
の
実
質
や

意
義
を
決
定
す
る
責
任
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
心
に
留
め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
取
引
の
完
全
に
技
巧
的
な
性

質
（purely artificial nature

）
や
租
税
上
の
負
担
を
軽
減
す
る
ス
キ
ー
ム
に
関
与
し
て
い
る
人
達
の
間
の
法
的
、
経
済
的
、
そ
し
て
あ
る
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い
は
人
的
性
質
の
結
び
付
き
を
考
慮
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
（
…
）」（
パ
ラ
81
）
と
し
、
結
局
、「
し
た
が
っ
て
、
二
つ
目
の
疑
問
に
対
す
る

答
え
は
、
第
六
次
指
令
は
、
当
該
取
引
が
濫
用
的
行
為
を
構
成
す
る
場
合
、
仕
入
税
額
控
除
の
権
利
が
妨
げ
ら
れ
る
よ
う
に
解
釈
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。」（
パ
ラ
85
）
と
し
、「
濫
用
的
行
為
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
る
た
め
に
最
初
に
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
問
題

の
取
引
が
第
六
次
指
令
や
そ
の
指
令
を
取
り
込
ん
だ
国
内
法
の
関
連
す
る
条
項
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
要
件
に
形
式
的
に
は
該
当
す

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
条
項
の
目
的
に
反
す
る
租
税
上
の
特
典
を
発
生
さ
せ
る
結
果
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

次
に
さ
れ
る
べ
き
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
取
引
の
本
質
的
目
的
（the essential aim

）
が
租
税
上
の
特
典
を
得
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
、
多
く
の
客
観
的
事
情
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。」（
パ
ラ
86
）
と
し
た
。

四　

濫
用
の
法
理
とw

holly artificial arrangem
ent

テ
ス
ト

㈠　

w
holly artificial arrangem

ent
テ
ス
ト
の
意
義

Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
以
前
か
ら
、
加
盟
国
の
租
税
法
規
が
旧
Ｅ
Ｃ
条
約
に
適
合
す
る
か
否
か
を
審
査

す
る
に
当
た
り
、
そ
の
判
決
に
お
い
て
、w

holly artificial arrangem
ent

と
の
用
語
を
用
い
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
第
二
の
二
で
述

べ
た
一
九
九
八
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｉ
事
件
判
決
で
初
め
て
用
い
ら
れ
（
パ
ラ
26
）、
二
〇
〇
五
年
の
マ
ー
ク
ス
＆
ス
ペ
ン
サ
ー
事
件
判
決
（
15
）

な
ど
で
用

い
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
二
〇
〇
六
年
の
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
に
お
い
て
、
濫
用
的
行
為
に
当
た
る

か
否
か
の
判
定
の
基
準
と
し
て
、
意
識
的
に
、w

holly artificial arrangem
ent

と
い
う
基
準
を
用
い
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｊ
が
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
判
決
に
お
い
て
採
っ
た
こ
の
よ
う
な
濫
用
的
行
為
に
当
た
る
か

否
か
をw

holly artificial arrangem
ent

基
準
で
判
定
す
る
考
え
方
を
、
以
下
「w

holly artificial arrangem
ent

テ
ス
ト
」
と
い
う
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こ
と
と
す
る
。

㈡　

ラ
ン
グ
の
分
析

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
採
っ
て
い
る
濫
用
の
法
理
を
明
ら
か
に
す
る
前
提
と
し
て
、
こ
のw

holly artificial 

arrangem
ent

テ
ス
ト
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ラ
ン
グ
が
ヴ
ァ
ニ
ス
テ
ン

デ
ー
ル
の
記
念
論
文
集
登
載
の“W

holly A
rtificail A

rrangem
ents ”

と
の
論
文
（
16
）

で
詳
細
に
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
論
文

に
お
い
て
、
ラ
ン
グ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｉ
事
件
か
ら
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
の
判
決
に
至
る
ま
で
の
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
判
例
の
流
れ
を

検
討
し
た
後
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
の
判
旨
を
検
討
し
て
い
る
。
ラ
ン
グ
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
が
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ

ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
に
お
い
て
、「
そ
の
よ
う
な
取
決
め
（
注
・w

holly artificial arrangem
ent

）
で
あ
る
こ
と
を
見
出
す
た
め
に
は
、
租
税

上
の
特
典
を
得
る
意
図
に
あ
る
主
観
的
要
素
に
加
え
て
、
共
同
体
法
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
要
件
に
形
式
的
に
該
当
し
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
開
業
の
自
由
に
よ
る
目
的
が
…
達
成
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
客
観
的
状
況
も
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」（
パ
ラ
64
）
と
判
示
し
、
そ
の
客
観
的
状
況
と
し
て
、「
経
済
的
実
体
（econom

ic reality

）」、「
現
実
の
施
設
（actual 

eatablishuum
ent

）」、「
真
実
の
経
済
活
動
（genuine econom

ic activities

）」
と
し
て
い
る
の
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、

Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
あ
る
取
決
め
が
経
済
的
実
体
（econom

ic reality
）
が
な
く
、
現
実
的
施
設
（actual eatablishuum

ent

）
と
対
応
し
な
い
場
合

に
は
無
視
し
て
い
い
と
し
て
い
る
と
分
析
す
る
。

一
方
で
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
に
お
い
て
、「
郵
便
受
け
（letter-box

）
の
み
の
会
社
」
や
「
看
板

（front

）
の
み
の
会
社
」
を
例
示
し
て
い
る
（
パ
ラ
68
）
が
、
ラ
ン
グ
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
、
誤
解
を
招
き
や
す
い
も
の
の
、
建
物
が
な
い

と
か
従
業
員
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ラ
ン
グ
に
よ
る
と
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
お
い
て
は
、
建
物
と
か
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従
業
員
が
い
な
く
て
も
法
人
格
を
認
め
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
をw

holly artificial arrangem
ent

と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
か
ら
と
し
、
引
用
さ
れ
て
い
る
ユ
ー
ロ
フ
ー
ド
事
件
（
17
）

か
ら
み
て
、
主
た
る
利
害
関
係
の
中
心
（the center of the m

ain 

interests
）
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
、「
郵
便
受
け
の
み
の
会
社
」
や
「
看
板
の
み
の
会
社
」
を
例
示
し
て
い
る
と
す
る
。

そ
し
て
、
ラ
ン
グ
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、w

holly artificial arrangem
ent

テ
ス
ト
を
採
る
こ
と
に
よ
り
、
客
観
基
準
を
重
視
し
、
キ
ャ
ド

ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
に
お
い
て
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
条
約
の
条
項
の
趣
旨
目
的
を
強
調
し
て
い
る
と
分
析
し
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は
納
得
が
い
く
も
の
で
あ
る
と
評
価
す
る
。

し
か
し
、
ラ
ン
グ
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
が
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
に
お
い
て
は
、
納
税
者
の
主
観
的
意
図
と
い
っ
た
主
観

的
基
準
を
そ
れ
ほ
ど
重
視
し
て
い
な
い
の
に
対
し
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
で
は
重
視
し
て
い
る
と
す
る
。
ラ
ン
グ
は
、
そ
の
理
由
に
つ

い
て
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
事
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
第
一
次
的
共
同
体
法
の
下
で
の
濫
用
で
あ
る
の
に
対
し
、
ハ

リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
第
二
次
的
共
同
体
法
の
下
で
の
濫
用
で
あ
る
か
ら
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
前

者
は
、
加
盟
国
間
の
相
違
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
条
約
の
目
的
が
ま
だ
問
題
と
な
る
こ
と
か
ら
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
注
意
深
く
、
狭
い

濫
用
概
念
を
適
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
加
盟
国
間
の
相
違
が
問
題
と
な
ら
な
い
の
で
、
狭
い
濫
用
概
念
を
適
用
す

る
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
と
分
析
す
る
。

こ
の
よ
う
な
分
析
を
し
て
、
結
局
、
ラ
ン
グ
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
が
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
でw

holly artificial 

arrangem
ent

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
第
二
次
共
同
体
法
の
問
題
で
主
観
的
要
件
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
が

w
holly artificial arrangem

ent

で
何
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
が
な
お
明
確
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
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㈢　

筆
者
の
分
析

以
上
の
ラ
ン
グ
の
分
析
を
参
考
に
整
理
す
る
と
、
ま
ず
、w

holly artificial arrangem
ent

と
は
、
施
設
が
な
い
と
か
従
業
員
が
い
な

い
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
「
仮
装
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
経
済
的
実
体
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

w
holly artificial arrangem

ent

で
あ
る
か
否
か
は
、
単
に
、
仮
装
で
な
い
こ
と
す
な
わ
ち
施
設
や
従
業
員
が
実
在
し
な
い
こ
と
で
は
な

く
、
経
済
的
実
体
が
な
い
こ
と
（no econom

ic reality

）
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
は
、
ラ
ン
グ
だ
け
で
は
な

く
、
ド
イ
ツ
の
シ
ェ
ー
ン
も
、「
裁
判
所
の
司
法
権
の
行
使
に
お
い
て
、
取
引
の
法
的
実
体
が
疑
い
が
あ
る
（
す
な
わ
ち
単
に
『sham

』
と

性
格
付
け
さ
れ
る
。）
の
で
は
な
く
、
経
済
実
質
が
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い
る
場
合
をw

holly artificial arrangem
ent

と
表
現
し
て
い
る

の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
18
）

。

次
に
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
と
ハ
リ
フ
ァ
ク
ス
事
件
の
濫
用
法
理
は
、
同
じ
で
あ
る
か
の
違
う
の
か
が
問
題
と
な

る
。
ラ
ン
グ
は
、
違
う
と
の
見
解
に
立
っ
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
、
Ｅ
Ｕ
の
租
税
法
学
者
の
間
で
も
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
ヴ
ァ
ニ
ス

テ
ン
デ
ー
ル
は
、
い
ず
れ
の
判
決
も
経
済
的
実
体
を
問
題
と
し
て
い
る
点
で
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
と
す
る
（
19
）

。

確
か
に
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
は
、
加
盟
国
の
租
税
回
避
の
否
認
規
定
が
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
の
保
障
す
る
開
業
の
自
由
に

反
す
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
の
に
対
し
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
は
、
付
加
価
値
税
に
つ
い
て
加
盟
国
に
直
接
適
用
さ
れ
て
い
る
第
六

次
指
令
の
仕
入
税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
り
、
問
題
の
現
れ
方
は
違
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、

キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
は
開
業
の
自
由
に
当
た
る
と
し
た
上
で
そ
の
例
外
と
し
て
開
業
の
自
由
の
枠
外
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
は
、
第
六
次
指
令
の
要
件
に
該
当
す
る
と
し
な
が
ら
、
そ
の
例
外
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
的
論
理
と
し

て
み
た
と
き
に
は
、
そ
の
根
本
は
同
じ
よ
う
に
も
み
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
そ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
「
濫
用
」
の
意
義



二
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や
そ
の
法
的
性
格
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

五　

濫
用
の
法
理
の
法
的
性
格

㈠　

濫
用
の
法
理
は
、
一
般
法
理
か
解
釈
原
理
か
？
─
論
点
1

⑴　
「
一
般
法
理
」
の
意
味

Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
採
っ
て
い
る
濫
用
の
法
理
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
①
一
般
法
理
か
解
釈
原
理
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
②
法
の

濫
用
か
権
利
の
濫
用
か
と
い
っ
た
論
点
が
重
要
で
あ
る
。
ま
ず
、
①
の
論
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
こ
の
問
題
の
前
提
と
し
て
、
一
般
法
理
（general principle

）
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
問
題
と
な
る
。
そ
も
そ
も
一
般
法
理
は
、

文
言
解
釈
や
目
的
論
的
解
釈
を
超
え
て
機
能
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
信
義
則
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
法
に
お
い
て
は
、

Ｅ
Ｕ
の
契
約
に
基
づ
か
な
い
責
任
に
つ
い
て
、「
契
約
上
の
も
の
で
な
い
責
任
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
は
、
加
盟
国
の
法
律
に
共
通
の
一
般

原
則
（general principles com
m

on to the law
s of the M

em
ber S

tates

）
に
従
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
又
は
使
用
人
が
そ
の
任
務
の
遂
行
に
際
し
て

与
え
た
い
ず
れ
の
損
害
を
も
補
償
す
る
。」（
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ 
三
四
〇
条
二
段
、
旧
Ｅ
Ｃ
条
約
二
八
八
条
二
段
）
と
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ

こ
で
の
一
般
原
則
（general principles

）
に
当
た
る
か
と
の
問
題
も
生
じ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
論
文
集
に
お
い
て
も
Ｅ
Ｕ
の
学
者
達
が
一

般
法
理
に
当
た
る
か
否
か
を
激
し
く
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
ー
ナ
ル
（
20
）

や
ソ
レ
ン
セ
ン
（
21
）

が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
本
格

的
に
論
じ
て
い
る
。
ア
ー
ナ
ル
は
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
を
例
に
し
て
、
解
釈
原
理
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ソ
レ
ン
セ

ン
は
、
一
般
法
理
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
右
論
文
集
に
投
稿
し
た
論
者
の
間
で
も
見
解
が
分
か
れ
、
右
ソ
レ
ン
セ
ン
の

ほ
か
、
フ
ェ
ー
リ
ア
（
22
）

は
、
一
般
法
理
で
あ
る
と
し
、
他
方
、
右
ア
ー
ナ
ル
の
ほ
か
、
フ
ァ
ー
マ
ー
（
23
）

、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
（
24
）

、
は
、
解
釈
の
法
理



租
税
法
に
お
け
る
濫
用
の
法
理
（
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・
川
村
）

二
九
一

に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。
前
記
四
㈡
で
論
じ
た
ラ
ン
グ
は
、
明
言
は
し
て
い
な
い
が
、
解
釈
の
法
理
で
あ
る
と
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
Ｅ
Ｕ
の
学
者
達
の
論
文
を
検
討
す
る
と
、「
一
般
法
理
」
と
い
う
場
合
に
、
①
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
共
通
に
適
用
さ
れ
る
法
理
と

の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
と
、
②
加
盟
国
の
国
内
法
に
明
文
規
定
が
な
い
場
合
に
も
乗
り
越
え
る
こ
と
（override

）
の
で
き
る

法
理
と
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
と
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

前
者
は
、
一
般
法
理
の
「
発
見
」
の
問
題
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
条
約
一
九
条
一
項
（
旧
Ｅ
Ｃ
条
約
二
二
〇
条
）
は
、「
欧
州
連
合
司
法
裁
判
所

は
、
基
本
条
約
の
解
釈
及
び
適
用
に
お
い
て
、
法
（the law

）
の
遵
守
を
確
保
す
る
。」（
横
線
筆
者
）
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
法

（the law

）」
と
い
う
の
は
、
法
の
一
般
原
則
を
含
み
、
前
記
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
三
四
〇
条
二
段
が
、「
構
成
国
の
法
律
に
共
通
の
一
般
原
則
」
と

規
定
し
て
い
る
の
も
、
Ｅ
Ｕ
法
に
お
け
る
法
の
一
般
原
則
の
役
割
を
明
示
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
（
25
）

が
、
こ
の
よ
う
な
Ｅ
Ｕ
加
盟
国

に
共
通
に
適
用
さ
れ
る
一
般
法
理
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
の
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
後
者
は
、
発
見
さ
れ
た
一
般
法
理
の
「
適
用
」
の
問
題
で
あ
り
、
租
税
法
に
限
定
す
る
と
、
加
盟
国
の
租
税
法
規
に
明

文
規
定
が
な
く
て
も
、
租
税
回
避
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
否
認
で
き
る
法
理
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
26
）

。

こ
の
よ
う
な
観
点
で
み
た
と
き
、
ソ
レ
ン
セ
ン
は
、
一
般
法
理
の
意
味
を
右
②
の
意
味
で
も
用
い
て
い
る
が
（
27
）

、
①
の
意
味
が
あ
る
か
否

か
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
右
①
は
、
Ｅ
Ｕ
法
特
有
の
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
法
理
の
意
味
を
右
②
の
場
合
、
す
な
わ
ち
、
租
税
法
規

に
明
文
規
定
が
な
く
て
も
、
租
税
回
避
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
否
認
で
き
る
法
理
と
い
う
意
味
に
限
定
し
て
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
イ
ギ
リ
ス
の
上
院
の
租
税
回
避
に
つ
い
て
の
有
名
な
一
九
八
一
年
の
ラ
ム
ゼ
イ
事
件
判
決
（
28
）

が
一
般
法
理
か
解
釈
の
法
理
か
と
い



二
九
二

う
議
論
が
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
上
院
は
、
二
〇
〇
四
年
の
バ
ー
ク
レ
イ
・
マ
ー
カ
ン
タ
イ
ル
事
件
判
決
（
29
）

に
お
い
て
、
ラ
ム
ゼ
イ
事
件
判
決

に
つ
い
て
解
釈
の
法
理
で
あ
る
と
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
租
税
法
規
に
明
文
規
定
が
な
く
て
も
、
租
税
回
避
で
あ
る

こ
と
を
理
由
に
否
認
で
き
る
法
理
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
濫
用
の
法
理
に
お
い
て
も
同

じ
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
濫
用
の
法
理
の
場
合
に
は
、
Ｅ
Ｕ
法
と
加
盟
国
の
国
内
法
と
の
関
係
が
問

題
と
な
り
、
よ
り
複
雑
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

⑵　

規
範
構
造
の
分
析

こ
こ
で
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
と
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
で
問
題
と
な
っ
て
濫
用
の
意
義
に
つ
い
て
、
前
記
四
㈡

に
お
い
て
論
じ
た
と
お
り
、
ラ
ン
グ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
に
お
け
る
規
範
の
違
い
に
着
目
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
、
そ
れ
を
一
歩
進
め
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
規
範
の
構
造
と
い
う
観
点
で
分
析
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
に
お
い
て
は
、
加
盟
国
の
租
税
法
規
の
濫
用
の
場
合
に
、
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
の
保
障
す
る
自
由

に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
事
象
を
規
律
す
る
第
一
次
ル
ー
ル
と
い
う
べ
き
租
税
法
規
と

い
う
規
範
が
メ
タ
規
範
と
も
い
う
べ
き
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
の
保
障
す
る
自
由
に
照
ら
し
て
無
効
と
さ
れ
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ

で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
最
終
的
に
は
、
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
の
保
障
す
る
自
由
の
保
障
が
及
ん
で
、
加
盟
国
の
租
税
法
規
が
無
効
と
さ
れ
る

か
否
か
の
問
題
で
あ
り
、
加
盟
国
の
租
税
法
規
の
濫
用
の
場
合
に
、
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
の
保
障
す
る
基
準
の
枠
を
超
え
て
い
る
も
の
を
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ

の
保
障
す
る
自
由
の
枠
外
と
し
て
追
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
の
保
障
す
る
基
準
と
し
て
、w

holly artificial 

arrangem
ent

テ
ス
ト
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
加
盟
国
の
租
税
回
避
否
認
規
定
が
、
こ
のw

holly artificial arrangem
ent

テ
ス
ト

を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
の
保
障
の
枠
外
と
し
て
無
効
で
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
判
断



租
税
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二
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三

枠
組
み
は
、
第
二
の
一
で
論
じ
た
と
お
り
、
①
保
護
範
囲
該
当
性
、
②
差
別
又

は
制
限
該
当
性
を
検
討
し
た
上
、
③
正
当
化
事
由
の
有
無
を
検
討
す
る
が
、
こ

れ
は
あ
く
ま
で
も
判
断
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
、
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
の
保

障
す
る
自
由
の
保
障
が
及
ん
で
い
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
Ｔ

Ｆ
Ｅ
Ｕ
の
保
障
す
る
自
由
の
解
釈
問
題
で
あ
り
、
租
税
法
規
に
明
文
規
定
が
な

く
て
も
、
租
税
回
避
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
否
認
で
き
る
法
理
で
は
な
い
。
こ

れ
を
図
で
書
く
と
、
上
図
の
と
お
り
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
加
盟
国
が
、
国
内
法
に
お
い
て
、
租
税
回
避
否
認
規
定
で
①
と

③
の
間
の
部
分
を
濫
用
に
当
た
る
と
し
て
否
認
の
対
象
と
し
て
い
る
場
合
、
Ｔ

Ｆ
Ｅ
Ｕ
の
保
障
す
る
自
由
は
、w

holly artificial arrangem
ent

で
な
い
場
合

に
は
及
ぶ
の
で
あ
り
、
②
と
③
の
間
の
部
分
を
否
認
の
対
象
と
し
て
い
る
の
は

許
さ
れ
る
が
、
①
と
②
の
間
の
部
分
を
否
認
の
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、
Ｔ
Ｆ

Ｅ
Ｕ
に
反
し
無
効
と
な
る
の
で
あ
る
。
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
が
ど
の
範
囲
の
も
の
を
そ
の

保
障
す
る
自
由
の
対
象
と
含
め
る
の
か
は
、
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
の
保
障
す
る
自
由
の
範

囲
の
解
釈
問
題
で
あ
り
、
明
文
規
定
に
よ
ら
な
い
否
認
の
問
題
で
は
な
い
。

一
方
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
に
お
い
て
は
、
第
二
次
的
共
同
体
法
で
あ
る

第
六
次
指
令
の
問
題
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
、
指
令
は
、
Ｅ
Ｕ
の
基
本
条
約

国内法

wholly artificial arrangement

TFEU

②

①
，　　　　　課税されない

③



二
九
四

や
規
則
と
は
異
な
り
、
加
盟
国
を
拘
束
す
る
が
、
加
盟
国
に
お
い
て
、
拘
束
力
を
与
え
る
た
め
の
置
換

規
定
が
必
要
で
あ
る
（
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
二
八
八
条
三
項
）。
す
な
わ
ち
、
指
令
は
、
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
と
異
な
り
、
原

則
と
し
て
直
接
効
果
は
な
い
の
で
あ
る
（
30
）

。
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
は
、
こ
の
よ
う
な
第
六
次
指
令
の
置

換
規
定
に
お
い
て
、
仕
入
税
額
控
除
の
要
件
を
満
た
し
て
い
て
も
、
仕
入
税
額
控
除
を
否
定
で
き
る
か

と
の
問
題
で
あ
り
、
第
六
次
指
令
と
い
う
Ｅ
Ｕ
法
の
問
題
で
は
あ
る
が
、
国
内
法
と
一
体
と
な
っ
た
具

体
的
に
事
象
を
規
律
す
る
第
一
次
ル
ー
ル
の
問
題
で
あ
り
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件

と
は
規
範
構
造
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
図
示
す
る
と
、
上
図
の
と
お
り
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
第
六
次
指
令
に
基
づ
く
と
、
②
の
範
囲
内
が
仕
入
税
額
控
除
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

が
、
①
と
②
と
の
間
の
部
分
の
仕
入
税
額
控
除
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
第
六
次
指
令

が
国
内
法
と
一
体
と
な
っ
て
、
第
一
次
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
て
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス

事
件
の
よ
う
な
メ
タ
規
範
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事

件
の
場
合
に
は
、
仕
入
税
額
控
除
を
認
め
る
と
す
る
第
一
次
ル
ー
ル
を
明
文
な
し
に
否
定
す
る
こ
と
で

あ
り
、
租
税
法
規
に
明
文
規
定
が
な
く
て
も
、
租
税
回
避
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
否
認
す
る
と
の
法
理

で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
用
い
て
い
る
意
味
で
の
一
般
法
理
で
あ
る
。

な
お
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
の
マ
ド
ロ
ォ
ー
法
務
官
は
、
Ｅ
Ｕ
の
第
六
次
指
令
の
仕
入
税
額
控
除

権
の
範
囲
の
問
題
で
あ
る
と
し
て
解
釈
の
法
理
で
あ
る
と
す
る
（
同
法
務
官
意
見
パ
ラ
69
）。
し
か
し
、

第
一
次
ル
ー
ル
と
し
て
の
第
六
次
指
令
に
お
け
る
仕
入
税
額
控
除
と
い
う
具
体
的
要
件
の
問
題
で
あ
り
、

国内法

① wholly artificial arrangement

第 6 次指令

　　 課税されない（仕入税額控除）

②



租
税
法
に
お
け
る
濫
用
の
法
理
（
今
村
・
川
村
）

二
九
五

前
記
三
㈡
で
引
用
し
た
と
お
り
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
第
六
次
指
令
の
対
象
と
な
る
取
引
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
仕
入
税
額
を
認
め
て
い
る
立

法
趣
旨
が
税
の
累
積
を
排
除
す
る
と
の
趣
旨
に
基
づ
く
と
考
え
る
以
上
、
課
税
対
象
取
引
に
当
た
る
と
し
な
が
ら
仕
入
税
額
控
除
の
対
象

取
引
に
当
た
ら
な
い
と
す
る
理
由
は
な
く
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
仕
入
税
額
控
除
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
す
る
の
は
文
言
解
釈
は
い
う

ま
で
も
な
く
、
目
的
論
的
解
釈
の
限
界
を
も
超
え
て
お
り
、
明
文
規
定
に
よ
ら
な
い
否
認
で
あ
り
、
租
税
回
避
行
為
で
あ
る
こ
と
を
理
由

と
す
る
一
般
法
理
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

⑶　

コ
フ
ォ
ー
ド
事
件
判
決
の
意
義

Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
採
っ
て
い
る
濫
用
の
法
理
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
判
決
や
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス

事
件
判
決
後
の
二
〇
〇
七
年
の
コ
フ
ォ
ー
ド
事
件
判
決
（
31
）

が
参
考
と
な
る
。
こ
れ
は
、
Ｅ
Ｕ
の
合
併
指
令
の
問
題
で
あ
り
、
Ｘ
は
、
Ａ
と
共

に
、
デ
ン
マ
ー
ク
所
在
の
Ｂ
社
を
五
〇
％
ず
つ
の
株
式
を
有
す
る
株
主
で
あ
っ
た
が
、
Ｂ
社
か
ら
直
接
配
当
を
受
け
る
と
デ
ン
マ
ー
ク
の

租
税
法
規
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
と
共
に
株
主
と
な
っ
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
Ｃ
社
を
設
立
し
、
Ｃ
社
に
新
株
を
発
行
さ

せ
、
そ
れ
を
Ｘ
や
Ａ
が
有
し
て
い
た
Ｂ
社
株
式
と
交
換
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｃ
社
は
、
Ｂ
社
の
一
〇
〇
％
株
主
と
な
り
、
Ｂ
社
は
、
Ｃ

社
に
配
当
を
し
、
Ｘ
や
Ａ
は
、
Ｃ
社
か
ら
配
当
を
受
け
取
っ
た
が
、
配
当
に
対
す
る
租
税
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
デ
ン

マ
ー
ク
国
税
庁
は
、
右
交
換
は
、
合
併
指
令
上
の
「
交
換
」
に
は
当
た
ら
な
い
と
し
て
、
Ｘ
ら
に
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
を
し
た
。
合

併
指
令
は
、
交
換
に
つ
い
て
、
現
金
の
支
払
い
（cash paym

ent
）
が
株
式
の
額
面
の
一
〇
％
以
下
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
た
。
し

か
し
、
一
方
で
、
合
併
指
令
一
一
条
一
項
ａ
号
が
、
株
式
の
交
換
の
主
た
る
目
的
が
脱
税
や
租
税
回
避
で
あ
れ
ば
、
加
盟
国
は
、
合
併
指

令
に
よ
る
利
益
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
こ
の
合
併
指
令
一
一
条
一
項
ａ
号
を

国
内
法
に
置
き
換
え
る
規
定
を
設
け
て
い
な
か
っ
た
。
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こ
れ
に
対
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
は
、
本
件
交
換
は
、
そ
の
後
の
配
当
と
一
連
の
取
引
で
あ
り
、
Ｘ
は
、
一
〇
％
以
上
の
現
金
の
支
払

い
を
受
け
て
お
り
、
交
換
に
当
た
ら
な
い
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
そ
の
後
の
配
当
を
現
金
の
支
払
い
（cash paym

ent

）
と

み
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
も
の
の
、「
合
併
指
令
一
一
条
一
項
ａ
号
は
、
権
利
濫
用
を
禁
止
し
て
い
る
共
同
体
の
一
般
法
（the general 

C
om

m
unity law

 principle that abuse of rights is prohibited

）
を
反
映
し
て
い
る
。
個
人
は
、
共
同
体
法
の
条
項
の
特
典
を
不
適
当
な
い

し
詐
欺
的
方
法
で
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
共
同
体
法
の
適
用
は
、
濫
用
的
行
為
（abusive practice

）
す
な
わ
ち
正
常
な
商
業
作
用
の

状
況
で
な
い
の
に
実
行
さ
れ
、
共
同
体
法
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
特
典
を
不
当
に
得
る
目
的
の
み
で
な
さ
れ
て
い
る
取
引
を
カ
バ
ー
す
る

と
拡
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」（
パ
ラ
38
、
横
線
筆
者
）
と
し
た
上
、
旧
Ｅ
Ｃ
条
約
一
〇
条
や
二
四
九
条
は
、
加
盟
国
は
、
国
内
法
の
法

体
系
の
中
で
、
指
令
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
指
令
を
採
択
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
パ
ラ
41
）
や
国
内
法
の
置
き

換
え
規
定
に
よ
っ
て
法
的
状
況
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
て
納
税
者
が
そ
の
権
利
や
義
務
を
知
り
得
べ
き
場
合
に
は
、
予
測
可
能
性
を
害
す

る
も
の
で
も
な
い
こ
と
か
ら
明
文
規
定
は
い
ら
な
い
（
パ
ラ
44
）
と
し
て
、
結
論
と
し
て
、
合
併
指
令
一
一
条
一
項
ａ
号
に
基
づ
き
、
デ

ン
マ
ー
ク
政
府
の
主
張
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
具
体
的
に
事
象
を
規
律
す
る
第
一
次
ル
ー
ル
の
問
題
に
お
い
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
租
税
法
に
は
明
文
規
定
が
な
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
租
税
回
避
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
否
認
で
き
る
と
の
法
理
に
よ
っ
て
判
断
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の

コ
フ
ォ
ー
ド
事
件
は
、
直
接
税
の
事
件
で
は
あ
る
が
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
と
同
様
に
、
租
税
法
規
に
明
文
規
定
が
な
く
て
も
、
租
税

回
避
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
否
認
で
き
る
法
理
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
本
稿
で
用
い
る
意
味
で
一
般
法
理
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

フ
ェ
ー
リ
ア
も
、
コ
フ
ォ
ー
ド
事
件
判
決
の
右
判
示
を
引
用
し
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
濫
用
の
法
理
を
共
同
体
の
一
般
法
理
と
し
て
認
め
た

と
主
張
し
て
い
る
（
32
）

。
フ
ェ
ー
リ
ア
も
、
一
般
法
理
と
い
う
場
合
に
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
共
通
に
適
用
さ
れ
る
規
範
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
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る
た
め
そ
の
点
は
留
意
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
コ
フ
ォ
ー
ド
事
件
の
右
判
示
か
ら
み
て
、
租
税
法
規
に
明
文
規
定
が
な
く
て
も
、
租
税
回

避
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
否
認
で
き
る
法
理
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

㈡　

濫
用
の
法
理
は
、
法
の
濫
用
か
権
利
の
濫
用
か
？
─
論
点
2

⑴　
「
法
の
濫
用
」
と
「
権
利
の
濫
用
」
の
意
味

濫
用
の
法
理
は
、
法
の
濫
用
か
権
利
の
濫
用
か
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
法
の
濫
用
（abuse of law

）
と
権
利
の
濫
用

（abuse of rights

）
の
意
味
が
問
題
と
な
る
。
法
の
濫
用
と
は
、
ロ
ー
マ
法
以
来
のfraus legis

に
そ
の
源
を
有
す
る
考
え
方
で
あ
り
、

法
規
の
文
言
ど
お
り
だ
と
そ
の
法
規
が
適
用
さ
れ
る
が
、
そ
の
法
規
の
趣
旨
を
考
え
る
と
そ
の
法
規
を
適
用
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す

る
法
理
で
あ
る
。
こ
の
法
理
は
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
国
際
私
法
の
分
野
や
租
税
法
の
分
野
で
復
活
し
た
考
え
方
で
あ
る
。
租
税
法

の
分
野
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
法
律
の
詐
害
（fraude à la loi

）
の
法
理
」
や
オ
ラ
ン
ダ
の
最
高
裁
の
採
っ
て
い
る
「fraus legis

の
法
理
」
で
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
我
が
国
で
言
う
と
、
一
定
の
禁
止
を
規
定
し
て
い
る
強
行
法
規
の
適
用
を
免
れ
る
脱
法
行
為
に
近
い

考
え
方
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
権
利
濫
用
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、exceptio doli generalis

と
い
わ
れ
て
い
た
法
理
で
、
一
九
世
紀
に

な
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
で
発
展
し
た
考
え
方
で
あ
り
、
私
人
間
の
権
利
行
使
に
当
た
り
、
他
方
の
権
利
を
害
す
る
意
図
で
自
ら
の

権
利
を
濫
用
す
る
の
を
禁
止
す
る
法
理
で
あ
る
（
33
）

。

Ｅ
Ｕ
の
濫
用
の
法
理
が
、
法
の
濫
用
で
あ
る
か
、
権
利
の
濫
用
で
あ
る
か
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
論
文
集
登
載
の
論
文
に
お
い
て
Ｅ
Ｕ
の

学
者
達
が
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
多
数
は
、
法
の
濫
用
と
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
右
論
文
集
の
編
集
者
の
一
人

で
あ
る
ヴ
ォ
ー
ゲ
ナ
ウ
ア
ー
は
、
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
の
保
障
す
る
自
由
の
問
題
で
あ
る
の
で
、
自
由
権
の
濫
用
と
い
う
こ
と
で
権
利
の
濫
用
と
も
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考
え
得
る
が
、
一
方
で
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
と
い
っ
た
大
陸
法
系
の
国
は
、
法
の
濫
用
と
権
利
の
濫
用
と
を
区
別
す
る
も
の
の
、
英
米

法
系
の
国
で
は
、
そ
も
そ
も
「
権
利
の
濫
用
」
と
い
う
考
え
方
を
避
け
る
傾
向
が
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
、「
法
の
濫
用
」
と
の
表
現

の
方
が
適
切
で
あ
る
と
の
考
え
方
を
紹
介
し
て
い
る
の
が
参
考
と
な
る
（
34
）

。

結
局
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
や
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
に
お
い
て
は
、
私
人
間
の
権
利
行
使
の
問
題
で
は
な
く
、

右
の
意
味
で
の
「
権
利
の
濫
用
」
の
問
題
で
は
な
く
、
法
の
濫
用
の
問
題
と
考
え
ざ
る
を
得
ず
、
濫
用
の
法
理
が
、
法
の
濫
用
（abuse 

of law

）
か
権
利
の
濫
用
（abuse of rights

）
か
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
租
税
法
の
分
野
に
お
い
て
は
、
法
の
濫
用
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

⑵　
「
一
般
法
理
か
解
釈
の
法
理
か
」
の
議
論
と
の
関
係

前
記
㈠
で
検
討
し
た
論
点
1
と
論
点
2
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
一
般
法
理
で
あ
る
と
す
る
立
場
に
お
い
て
は
、
こ
の
法
理
が
「
法

の
濫
用
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
、「
権
利
の
濫
用
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
は
重
要
な
論
点
と
な
る
。

し
か
し
、
論
点
1
に
お
い
て
、
解
釈
の
法
理
で
あ
る
と
の
立
場
を
採
っ
た
場
合
で
も
、
な
お
「
権
利
の
濫
用
」
か
「
法
の
濫
用
」
か
が

問
題
と
な
り
得
る
。
具
体
的
に
は
、
ハ
リ
フ
ァ
ク
ス
事
件
の
マ
ド
ロ
ォ
ー
法
務
官
が
、
前
記
㈠
⑵
で
述
べ
た
と
お
り
、
解
釈
の
法
理
で
あ

る
と
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
が
、
な
お
、「
権
利
の
濫
用
」
か
「
法
の
濫
用
」
か
を
問
題
と
し
、「
権
利
の
濫
用
」
で
あ
る
と
す
る
と
主

観
的
要
素
が
重
視
さ
れ
る
が
、
個
人
の
権
利
が
直
接
問
題
と
な
る
の
で
は
な
い
Ｅ
Ｕ
法
の
解
釈
問
題
で
あ
る
か
ら
主
観
的
要
素
を
重
視
す

べ
き
で
は
な
く
、「
共
同
体
法
の
濫
用
禁
止
（prohibition of abuse of C

om
m

unity law

）」
と
表
現
す
る
方
が
い
い
と
し
て
い
る
（
同
法
務

官
意
見
パ
ラ
71
）。
こ
れ
は
、
解
釈
の
法
理
と
の
立
場
に
立
っ
た
上
で
、「
法
の
濫
用
」
と
考
え
る
立
場
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
解
釈
の

法
理
と
の
立
場
に
立
っ
た
場
合
に
は
、「
法
の
濫
用
」
か
「
権
利
の
濫
用
」
か
は
あ
く
ま
で
も
解
釈
指
針
と
し
て
の
意
味
で
あ
り
、
一
般
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法
理
で
あ
る
と
す
る
場
合
と
は
そ
の
法
的
性
格
は
異
な
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

六　

濫
用
の
法
理
の
淵
源

㈠　

濫
用
の
法
理
の
淵
源
に
つ
い
て
の
見
解

前
記
五
㈡
で
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
採
っ
て
い
る
濫
用
の
法
理
が
「
法
の
濫
用
（abuse of law

）」
と
考
え
た
場
合
、
そ
の
淵
源

は
何
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
に
お
け
る
判
例
法
で
あ
る
と
す
る
見
解
と
ロ
ー
マ
法
に
起
源
を
有
す
るfraus 

legis

の
法
理
で
あ
る
と
す
る
見
解
と
が
あ
る
。

前
者
の
見
解
に
立
つ
も
の
と
し
て
は
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
の
マ
ド
ロ
ォ
ー
法
務
官
意
見
（
35
）

が
あ
る
。
一
方
、
後
者
の
見
解
に
立
つ
も

の
と
し
て
は
、
ド
ウ
マ
（
36
）

や
グ
レ
ッ
ギ
（
37
）

ら
が
い
る
。
そ
こ
で
、fraus legis

と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
以
下
、
分
析
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

㈡　

fraus legis

の
法
理
の
意
義

fraus legis

の
法
理
は
、
大
陸
法
系
の
国
の
判
例
法
、
と
り
わ
け
租
税
判
例
に
お
い
て
、
現
在
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
最
高

裁
が
、
初
め
てfraus legis

の
概
念
を
採
用
し
た
の
は
、
一
九
二
六
年
の
租
税
判
例
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
税
務
当
局
が
納
税
者
の
租
税

回
避
ス
キ
ー
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
た
め
に
、
一
〇
年
に
一
度
程
度
の
頻
度
で
登
場
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
38
）

。

fraus legis

が
、
パ
ウ
ル
ス
『
学
説
彙
纂
』
第
一
巻
第
三
章
第
二
九
法
文
に
起
源
を
持
つ
こ
と
は
、
ほ
ぼ
一
般
的
な
理
解
で
あ
る
（
39
）

。
当

該
法
文
は
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
が
、fraus legis

に
関
す
る
の
は
横
線
部
で
あ
る
。

“C
ontra legem

 facit, qui id facit quod lex prohibet, in fraudem
 vero, qui salvis verbis legis sententiam

 ejus 

circum
venit ” 

（D
igesta 1. 3. 29

）
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「
法
が
禁
じ
て
い
る
こ
と
を
な
す
者
は
法
律
に
違
反
し
、
そ
れ
に
対
し
、
法
の
文
言
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
意
味
（
精
神
）
を
ご
ま
か
す

者
は
、
法
律
に
対
し
て
詐
欺
を
行
う
者
で
あ
る
。」（
横
線
筆
者
）

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
の
ベ
ー
レ
ン
ツ
教
授
は
、
そ
の
著
書
『D

IE
 F

R
A

U
S

 L
E

G
IS （

40
）

』
に
お
い
て
、fraus legis

の
典
型
例
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
て
い
る
。

「
キ
ン
キ
ア
法
の
規
定
に
お
い
て
贈
与
は
10
万
Ｈ
Ｓ
（
41
）

ま
で
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
事
者
の
合
意
の
上
で
、
形
式
的
に
独
立
し
た
２

万
Ｈ
Ｓ
の
贈
与
を
六
回
行
う
と
す
れ
ば
、
一
回
に
12
万
Ｈ
Ｓ
を
贈
与
す
る
と
い
う
あ
か
ら
さ
ま
な
文
言
の
違
反
に
対
し
て
、
法
の
文
言
の

み
な
ら
ず
目
的
を
も
犯
す
も
の
と
な
る
。」

右
事
例
に
お
い
て
、
①
当
事
者
は
合
意
の
上
、
結
果
的
に
違
法
で
あ
る
12
万
Ｈ
Ｓ
の
贈
与
を
な
す
意
思
で
、
そ
れ
を
ご
ま
か
す
た
め
に
、

そ
の
都
度
合
法
な
２
万
Ｈ
Ｓ
の
贈
与
を
六
回
行
っ
た
の
か
、
②
２
万
Ｈ
Ｓ
を
五
回
に
分
け
て
贈
与
す
る
意
思
で
行
い
、
う
っ
か
り
六
回
贈

与
し
て
し
ま
い
結
果
、
12
万
Ｈ
Ｓ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
③
贈
与
は
一
回
に
10
万
Ｈ
Ｓ
ま
で
と
い
う
理
解
の
下
、
一
回

に
10
万
Ｈ
Ｓ
を
超
え
な
け
れ
ば
何
度
で
も
贈
与
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
か
。
①
の
場
合
、
明
ら
か
な
詐
害
の
意
思
が
見
ら
れ
、
②

の
場
合
、
重
過
失
（culpa lata

）
で
あ
れ
ば
悪
意
（dolus
）
に
近
く
詐
欺
に
近
い
（prope fraudem

）
と
さ
れ
る
が
、
軽
過
失
で
は
「
必
要

な
意
思
活
動
の
懈
怠
」
と
さ
れ
（
42
）

、
詐
害
の
意
思
は
な
い
。
③
の
場
合
は
、
錯
誤
（error

）
で
あ
り
当
然
詐
害
の
意
思
は
な
い
。

そ
こ
で
、「
10
万
Ｈ
Ｓ
ま
で
と
い
う
法
の
文
言
に
拘
ら
ず
、
そ
の
意
味
を
ご
ま
か
し
た
」
よ
う
に
見
え
る
事
象
が
存
在
す
る
場
合
、
①

と
②
③
の
分
水
嶺
は
「
詐
害
の
意
思
」
で
あ
り
、
事
実
、
右
パ
ウ
ル
ス
法
文
横
線
部
は
、sententiam

（
意
味
を
）circum

venit

（
ご
ま
か
す
）

こ
と
か
ら
詐
害
の
意
思
の
存
在
は
自
明
で
あ
る
。
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㈢　
fraus legis

の
法
理
と
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
濫
用
の
法
理

オ
ラ
ン
ダ
最
高
裁
に
お
い
て
、fraus legis

は
右
の
と
お
り
採
用
さ
れ
て
き
た
が
、
税
務
当
局
が
、
そ
れ
は
一
般
租
税
法
典
三
一
条
の

「
正
当
な
課
税
」（richtige heffi

ng

）
と
同
然
で
あ
る
（
同
等
な
も
の
で
あ
る
）
と
認
識
す
る
に
は
、
一
九
八
四
年
ま
で
か
か
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
、fraus legis

の
た
め
の
基
準
と
そ
の
基
準
を
使
っ
た
結
果
が
、
正
当
な
課
税
の
そ
れ
ら
と
同
等
で
あ
る
、
と
い
う
一
方
で
、
納

税
者
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
予
防
手
段
で
取
り
囲
ま
れ
て
い
た
後
者
の
使
用
が
、fraus legis

の
よ
り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
使
い
方
へ
の
賛

同
に
伴
い
、
放
棄
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
43
）

。

ス
ト
ー
ク
は
、
租
税
法
分
野
に
お
け
るfraus legis

適
用
の
三
要
件
を
次
の
よ
う
に
述
べ
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、

取
引
の
再
構
成
が
で
き
る
と
し
て
い
る
（
44
）

。

①
租
税
回
避
だ
け
が
取
引
の
主
要
目
的
で
あ
る
こ
と

②
租
税
上
の
便
益
を
得
る
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
意
味
が
な
い
こ
と

③
法
の
趣
旨
に
反
す
る
場
合

こ
の
要
件
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
法
律
回
避
（fraude à la loi

）
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
六
年
の
ジ
ャ
ン
フ
ァ
ン

事
件
国
務
院
判
決
（
45
）

に
お
い
て
、
租
税
回
避
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
基
準
が
採
ら
れ
て
い
る
。

「
租
税
目
的
で
い
え
ば
、
法
律
の
詐
害
的
忌
避
が
以
下
の
場
合
に
起
こ
る
。
つ
ま
り
納
税
者
が
、
単
に
租
税
上
の
利
益
を
得
よ
う
と
す

る
た
め
に
、
そ
し
て
法
律
の
精
神
に
反
し
て
、
自
身
に
租
税
上
の
利
益
を
も
た
ら
す
よ
う
に
法
律
の
適
用
を
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
よ
う
と

す
る
場
合
。」

こ
の
よ
う
な
ス
ト
ー
ク
主
張
の
三
要
件
に
つ
い
て
は
、
三
㈡
で
紹
介
し
た
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
判
決
に
お
い
て
も
、
問
題
と
な
る
取



三
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二

引
が
要
件
に
形
式
的
に
該
当
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
条
項
の
目
的
に
反
し
、
か
つ
、
当
該
取
引
の
本
質
的
要
素
が
租
税
上
の
特
典
を
得
る
こ

と
で
あ
る
と
判
示
し
（
パ
ラ
86
）、
さ
ら
に
効
果
に
つ
い
て
も
、
濫
用
的
行
為
が
見
い
だ
せ
る
と
き
に
は
、
濫
用
的
行
為
を
構
成
す
る
取
引

が
な
い
と
の
状
況
で
再
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
パ
ラ
98
）
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
表
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
濫
用
の
法
理
とfraus legis

の
法
理
と
が
類
似
し
て
い
る
の
は
、
偶
然
の
一
致
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

前
記
㈠
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
濫
用
の
法
理
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
判
例
法
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
が
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
が
独
自

に
こ
の
よ
う
な
一
般
法
理
を
創
設
す
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
フ
ェ
ー
リ
ア
も
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
（
46
）

、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
法
理
の
影
響

を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
濫
用
の
法
理
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
を
通
じ
て
、fraus legis

の
法

理
が
そ
の
淵
源
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
点
は
、
Ｅ
Ｕ
の
学
者
の
間
で
も
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
法
起
源
のfraus legis

の
法
理
が
ど
の
よ
う

に
し
て
オ
ラ
ン
ダ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
に
定
着
し
、
租
税
法
の
分
野
で
発
展
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
解
明
し
な
い
こ
と
に
は
、fraus 

legis

の
法
理
が
そ
の
淵
源
に
な
っ
て
い
る
と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、fraus legis

の
法
理
と
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
濫
用
の

法
理
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
稿
に
お
い
て
は
断
定
を
避
け
、
今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

七　

小　

括

以
上
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
濫
用
の
法
理
を
論
じ
て
き
た
が
、w

holly artificial arrangem
ent

テ
ス
ト
の
意
義
や
、
濫
用
の
法
理
の
意
義
や
そ

の
淵
源
は
ま
だ
不
明
な
点
が
残
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、w

holly artificial arrangem
ent

の
法
理
が
、
単
な
る

「
仮
装
」
で
は
な
く
、
経
済
的
実
体
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
、
租
税
法
に
お
い
て
、
一
般
法
理
と
い
う
意
味
を
、
租
税
法
規
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に
明
文
規
定
が
な
く
て
も
、
租
税
回
避
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
否
認
で
き
る
法
理
に
限
定
す
る
と
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
判
決
や
コ

フ
ォ
ー
ド
事
件
判
決
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
一
般
法
理
に
基
づ
く
判
決
で
あ
る
が
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
判
決

は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
一
般
法
理
で
は
な
く
、
加
盟
国
に
お
け
る
租
税
法
規
の
濫
用
を
ど
の
範
囲
で
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
の
保
障
す
る
自
由
の

枠
外
と
す
る
か
の
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
の
保
障
す
る
自
由
の
解
釈
の
法
理
に
基
づ
く
判
決
で
あ
り
、
一
般
法
理
で
は
な
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
濫
用
の
法
理
にfraus legis

の
法
理
が
直
接
そ
の
淵
源
に
な
っ
て
い
る
か
否
か
は
断
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
少
な
く
と
も

背
景
と
し
て
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
も
の
と
考
え
る
。

第
四　

我
が
国
の
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
濫
用
の
法
理

一　

最
高
裁
平
成
一
七
年
一
二
月
一
九
日
判
決

右
最
高
裁
判
決
の
事
案
は
、
我
が
国
の
都
市
銀
行
が
法
人
税
法
六
九
条
の
外
国
税
額
控
除
の
枠
が
余
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
外
国
企
業

の
取
引
に
関
与
し
た
事
案
で
あ
る
。
こ
の
事
案
に
お
け
る
取
引
の
特
徴
は
、
我
が
国
の
都
市
銀
行
に
と
っ
て
逆
ざ
や
取
引
で
あ
る
こ
と
で

あ
り
、
法
人
税
法
六
九
条
が
こ
の
よ
う
な
取
引
を
対
象
と
し
て
い
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
47
）

。

こ
れ
に
対
し
、
右
最
高
裁
判
決
は
、「
法
人
税
法
六
九
条
の
定
め
る
外
国
税
額
控
除
の
制
度
は
、
内
国
法
人
が
外
国
法
人
税
を
納
付
す

る
こ
と
と
な
る
場
合
に
、
一
定
の
限
度
で
、
そ
の
外
国
法
人
税
の
額
を
我
が
国
の
法
人
税
の
額
か
ら
控
除
す
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
同
一
の
所
得
に
対
す
る
国
際
的
二
重
課
税
を
排
斥
し
、
か
つ
、
事
業
活
動
に
対
す
る
税
制
の
中
立
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
政
策

目
的
に
基
づ
く
制
度
で
あ
る
。」
と
し
た
上
、「
本
件
取
引
は
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
本
来
は
外
国
法
人
が
負
担
す
べ
き
外
国
法
人
税
に

つ
い
て
我
が
国
の
銀
行
で
あ
る
Ｘ
行
が
対
価
を
得
て
引
き
受
け
、
そ
の
負
担
を
自
己
の
外
国
税
額
控
除
の
余
裕
枠
を
利
用
し
て
国
内
で
納
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付
す
べ
き
法
人
税
額
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
免
れ
、
最
終
的
に
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、

我
が
国
の
外
国
税
額
控
除
制
度
を
そ
の
本
来
の
趣
旨
目
的
か
ら
著
し
く
逸
脱
す
る
態
様
で
利
用
し
て
納
税
を
免
れ
、
我
が
国
に
お
い
て
納

付
さ
れ
る
べ
き
法
人
税
額
を
減
少
さ
せ
た
上
、
こ
の
免
れ
た
税
額
を
原
資
と
す
る
利
益
を
取
引
関
係
者
が
享
受
す
る
た
め
に
、
取
引
自
体

に
よ
っ
て
は
外
国
法
人
税
を
負
担
す
れ
ば
損
失
が
生
ず
る
だ
け
で
あ
る
と
い
う
本
件
取
引
を
あ
え
て
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
我
が

国
ひ
い
て
は
我
が
国
の
納
税
者
の
負
担
の
下
に
取
引
関
係
者
の
利
益
を
図
る
も
の
と
い
う
ほ
か
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
取
引
に
基
づ

い
て
生
じ
た
所
得
に
対
す
る
外
国
法
人
税
を
法
人
税
法
六
九
条
の
定
め
る
外
国
税
額
控
除
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
外
国
税
額
控
除
制
度

を
濫
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
税
負
担
の
公
平
を
著
し
く
害
す
る
も
の
と
し
て
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」（
横
線
筆

者
）
と
し
て
、
法
人
税
法
六
九
条
の
外
国
税
額
控
除
の
適
用
を
否
認
し
た
更
正
処
分
を
適
法
で
あ
る
と
し
た
。

二　

我
が
国
の
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
「
濫
用
の
法
理
」
の
意
義

我
が
国
の
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
濫
用
の
法
理
の
意
義
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
一
審
及
び
控
訴
審
で
の
被
告
国
側
の
主
張
を
み
る
必

要
が
あ
る
。
一
審
及
び
控
訴
審
で
は
、
こ
の
国
の
主
張
を
め
ぐ
っ
て
法
人
税
法
六
九
条
の
適
用
が
争
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

被
告
国
は
、
一
審
以
来
一
貫
し
て
、
法
人
税
法
六
九
条
は
、
課
税
減
免
規
定
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
課
税
減
免
規
定
の
場
合
に
は
、
立
法

趣
旨
に
よ
る
限
定
解
釈
が
許
さ
れ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
は
、
一
九
三
五
年
の
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
の
グ
レ
ゴ
リ
ー
事
件
判
決
（
48
）

に
示
唆

を
得
て
、
我
が
国
で
も
こ
の
よ
う
な
解
釈
方
法
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
た
金
子
宏
教
授
の
見
解
（
49
）

に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
ヒ
ン
ト
と
な
り
、
被
告
国
は
、
法
人
税
法
六
九
条
の
立
法
趣
旨
か
ら
み
て
、「
正
当
な
事
業
活
動
に
よ
り
」
外

国
税
額
を
納
付
す
る
場
合
と
限
定
解
釈
を
す
べ
き
で
あ
り
、
本
件
に
お
い
て
は
、
逆
ざ
や
取
引
で
あ
り
、
お
よ
そ
銀
行
業
務
で
あ
る
と
は
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言
い
難
い
こ
と
か
ら
、
法
人
税
法
六
九
条
が
適
用
さ
れ
な
い
と
主
張
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
被
告
国
の
主
張
は
、
大
阪
高
裁
平
成
一
四
年
六
月
一
四
日
判
決
（
判
時
一
八
一
六
号
三
〇
頁
）
で
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。

三　

我
が
国
の
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
「
濫
用
の
法
理
」
の
法
的
性
格

㈠　

と
こ
ろ
が
、
本
最
高
裁
判
決
は
、
前
記
一
の
と
お
り
、「
本
件
取
引
に
基
づ
い
て
生
じ
た
所
得
に
対
す
る
外
国
法
人
税
を
法
人
税

法
六
九
条
の
定
め
る
外
国
税
額
控
除
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
外
国
税
額
控
除
制
度
を
濫
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
税
負
担
の

公
平
を
著
し
く
害
す
る
も
の
と
し
て
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
判
示
し
、
法
の
濫
用
（abuse of law

）
の
法
理
を
採
用
し

た
よ
う
に
も
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
本
件
の
一
審
以
来
の
訴
訟
の
流
れ
か
ら
し
て
、
最
高
裁
が
、
本
稿
で
用
い
て
い
る
意
味
で
の

一
般
法
理
と
し
て
の
濫
用
の
法
理
す
な
わ
ち
租
税
法
規
に
明
文
規
定
が
な
く
て
も
、
租
税
回
避
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
否
認
で
き
る
法
理

を
突
如
採
用
し
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
は
、
前
記
一
の
判
示
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、
租
税
回
避
だ
か
ら
と
し
て
る
の
で

は
な
く
、「
我
が
国
の
外
国
税
額
控
除
制
度
を
そ
の
本
来
の
趣
旨
目
的
か
ら
著
し
く
逸
脱
す
る
態
様
で
利
用
し
て
納
税
を
免
れ
」、「
取
引

自
体
に
よ
っ
て
は
外
国
法
人
税
を
負
担
す
れ
ば
損
失
が
生
ず
る
だ
け
で
あ
る
と
い
う
本
件
取
引
を
あ
え
て
行
う
」
も
の
で
あ
る
か
ら
外
国

税
額
控
除
制
度
の
「
濫
用
」
で
あ
り
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
立
法
趣
旨
に
反
す
る
取
引
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
本
最
高
裁
判
決
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
が
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
や
コ
フ
ォ
ー
ド
事
件
に
お
い
て
採
っ
た
よ
う
な
租
税
法
規
に
明

文
規
定
が
な
く
て
も
、
租
税
回
避
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
否
認
で
き
る
と
の
法
理
を
採
用
し
た
の
で
は
な
く
、
立
法
趣
旨
に
よ
る
限
定
解

釈
の
一
つ
と
し
て
、
濫
用
の
程
度
が
甚
だ
し
い
場
合
に
つ
い
て
の
判
断
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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金
子
宏
教
授
も
、「
最
高
裁
判
所
が
、
平
成
一
七
年
一
二
月
一
九
日
判
決
（
…
）
お
よ
び
同
一
八
年
二
月
二
三
日
判
決
（
…
）
に
お
い
て
、

あ
る
銀
行
の
取
引
が
法
人
税
法
六
九
条
の
定
め
る
外
国
税
額
控
除
制
度
の
濫
用
に
当
た
る
と
し
て
、
そ
の
適
用
を
否
定
し
た
の
も
、
法
律

上
の
根
拠
が
な
い
場
合
に
否
認
を
認
め
る
趣
旨
で
は
な
く
、
外
国
税
額
上
の
制
度
の
趣
旨
・
目
的
に
て
ら
し
て
規
定
の
限
定
解
釈
を
行
っ

た
例
で
あ
る
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。」
と
慎
重
な
姿
勢
を
み
せ
ら
れ
る
が
（
50
）

、
筆
者
も
、
課
税
減
免
規
定
の
場
合
の
立
法
趣
旨
に
よ
る
限

定
解
釈
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
（
51
）

。

本
最
高
裁
判
決
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
本
最
高
裁
判
決
は
、
一
般
法
理
（general principle

）
で
は
な
く
、
解
釈
の
法
理

（principle of construction

）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

㈡　

こ
れ
に
対
し
、
谷
口
勢
津
夫
教
授
は
、
前
記
大
阪
高
裁
平
成
一
四
年
六
月
一
四
日
判
決
は
、
目
的
論
的
制
限
（teologishe 

R
eduktion

）
と
い
う
解
釈
的
手
法
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
租
税
法
律
主
義
の
下
で
も
許
さ
れ
る
が
、
本
最
高
裁
判
決
は
、
こ
の
よ
う
な

解
釈
的
手
法
を
用
い
ず
、
端
的
に
濫
用
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
租
税
法
律
主
義
の
下
で
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
（
52
）

。

谷
口
教
授
に
よ
る
と
、
目
的
論
的
制
限
と
は
、
租
税
法
規
に
欠
缺
が
あ
る
場
合
に
、
当
該
租
税
法
規
の
文
言
が
そ
の
趣
旨
・
目
的
に
合

致
し
な
い
場
合
を
除
外
し
て
、
当
該
租
税
法
規
を
「
解
釈
」
し
そ
の
欠
缺
を
補
充
す
る
こ
と
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
法
で
い
わ

れ
て
い
る
目
的
論
的
縮
小
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
（
53
）

。
被
告
国
側
の
主
張
は
、
前
記
二
の
と
お
り
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
の
グ
レ
ゴ
リ
ー
事

件
判
決
に
示
唆
を
得
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
確
か
に
、
論
理
的
に
は
、
目
的
論
的
制
限
あ
る
い
は
目
的
論
的
縮
小
と
い
う
こ
と
も
で
き

よ
う
。

一
方
、
谷
口
教
授
に
よ
る
と
、
本
最
高
裁
判
決
は
、
目
的
論
的
制
限
の
よ
う
に
「
解
釈
的
」
方
法
を
用
い
ず
、
直
接
的
に
そ
の
趣
旨
・

目
的
そ
の
も
の
を
要
件
な
い
し
基
準
に
し
て
、
そ
の
趣
旨
・
目
的
違
反
の
行
為
を
当
該
課
税
減
免
制
度
の
濫
用
と
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
端
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的
に
当
該
課
税
制
度
の
適
用
を
否
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
不
文
の
濫
用
禁
止
規
定
が
租
税
法
に
内
在
す
る
と
の
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
租
税
法
律
主
義
に
反
す
る
と
す
る
（
54
）

。
谷
口
教
授
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
租
税
法
規
に
は
、
課
税
減
免
制
度
の
濫
用
を
禁
止
す
る
規

定
は
な
く
、
私
法
領
域
と
は
異
な
り
、
権
利
濫
用
を
も
っ
て
直
ち
に
権
利
行
使
の
許
容
性
な
い
し
法
効
果
を
否
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
谷
口
教
授
の
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
本
最
高
裁
判
決
を
明
文
規
定
が
な
い
場
合
に
租
税
回
避
を
理
由
に
否
認
で
き

る
と
す
る
一
般
法
理
を
採
っ
た
も
の
と
の
理
解
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
最
高
裁
判
決
は
、
租
税
回
避
を
理
由
と
す

る
も
の
で
は
な
く
、
立
法
趣
旨
に
反
す
る
取
引
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
解
釈
の
法
理
に
基
づ
く
も
の
と
理
解
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

第
五　

結　

び

以
上
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
判
例
と
我
が
国
の
最
高
裁
の
判
例
を
比
較
し
て
、
租
税
法
に
お
け
る
濫
用
の
法
理
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、

Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
採
っ
て
い
る
濫
用
の
法
理
は
、
我
が
国
租
税
法
に
対
す
る
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
に
お
い
て
、
明
文
規
定
に
よ
ら
な
い
租
税
回
避
の
否
認
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い

て
は
、
一
般
法
理
が
法
源
と
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
我
が
国
に
こ
の
よ
う
な
法
理
を
直
ち
に
持
ち
込
む
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
租
税
回
避
の
と
ら
え
方
な
ど
参
考
に
な
る
点
が
多
々
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
判
例
は
、
租
税
回
避
の
と

ら
え
方
に
つ
い
て
も
大
い
な
る
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ
ス
事
件
に
お
い
て
は
、
租

税
回
避
を
「
租
税
法
規
を
回
避
す
る
完
全
に
技
巧
的
な
取
決
め
（a w

holly artificial arrangem
ent set up to circum

vent tax legislation

）」

（
パ
ラ
51
参
照
）
と
し
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
に
お
い
て
は
、「
当
該
取
引
の
本
質
的
目
的
が
、
租
税
法
上
の
便
益
を
得
る
た
め
で
あ
る
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こ
と
（the essential aim

 of the transactions w
as to obtain a tax advantage

）」（
パ
ラ
86
参
照
）
と
し
て
い
る
。
前
者
は
、
第
三
の
四
㈢

で
述
べ
た
と
お
り
、
経
済
的
実
体
の
な
い
こ
と
を
意
味
し
客
観
的
要
素
を
重
視
す
る
と
ら
え
方
で
あ
り
、
後
者
は
、
主
観
的
要
素
を
重
視

す
る
と
ら
え
方
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
租
税
回
避
を
と
ら
え
る
考
え
方
は
、
更
に
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
判
例
の
動
向
を
み
て
い
く
必
要
は
あ
る
が
、

我
が
国
の
租
税
法
に
対
し
て
も
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
ラ
ン
グ
は
、
前
記
四
㈡
の
と
お
り
、
こ
れ
は
、
加
盟
国
の
租
税
法
規
が
Ｔ

Ｆ
Ｅ
Ｕ
の
保
障
す
る
自
由
の
枠
外
か
の
問
題
で
あ
り
加
盟
国
間
で
の
相
違
が
問
題
と
な
る
の
に
対
し
、
加
盟
国
内
の
第
六
次
指
令
の
適
用

に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
問
題
と
な
ら
な
い
か
ら
と
し
て
い
る
。
租
税
回
避
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
は
、
各
国
に
よ
っ
て
異
な

り
、
主
観
的
要
素
と
客
観
的
要
素
の
い
ず
れ
を
重
視
す
る
か
に
よ
っ
て
も
異
な
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ

プ
ス
事
件
と
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
件
と
を
総
合
し
て
み
る
と
、
主
観
的
要
素
と
客
観
的
要
素
特
に
経
済
的
実
体
を
重
視
し
て
租
税
回
避
を

と
ら
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
租
税
法
に
お
け
る
濫
用
の
法
理
を
Ｅ
Ｃ
Ｊ
と
我
が
国
の
最
高
裁
の
判
例
を
比
較
し
て
検
討
し
た
が
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
に
お
け
る
濫
用
の

法
理
は
、
今
後
も
ま
だ
進
展
を
見
せ
る
法
理
で
あ
り
、
今
後
も
そ
の
動
向
に
注
目
す
べ
き
と
考
え
る
。

（
１
）	C

adbury S
chw
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m
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２
）	H

alifax plc et al v.C
ustom

s &
 E

xercise, C
-255/02, 21 F

ebruary 2006.

（
３
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